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コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

は
、
周
囲
の
状
況
を
判
断
し
、
そ
の
環

境
に
合
っ
た
対
応
が
で
き
る
能
力
の
こ

と
で
す
。
つ
ま
ず
い
て
転
び
そ
う
に
な

っ
て
も
、
体
勢
を
持
ち
直
す
な
ど
、
年

齢
や
性
別
に
関
係
な
く
日
常
生
活
に
も

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
運
動
神
経
の
向
上
に
つ
な
が
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

6
月
4
日
～
25
日
の
毎
週
水

曜
日
（
計
4
回
）

午
後
7
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

講
堂

●
対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人
、

普
段
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
、

高
齢
者
を
対
象
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
人
、
興
味
が
あ
る
人
な
ど

●
内
容　

タ
オ
ル
な
ど
を
使
っ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
激
し
い
動
き
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
服
装　

運
動
で
き
る
服
装
、
運
動
用

上
履
き

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
（
丸
め
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
使
い
ま
す
）

●
講
師　

市
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
践
研
究
会
会
員

●
参
加
費　

４
０
０
円
と
保
険
料
（
96

円
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

5
月
12
日
（
月
）
か
ら

16
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
、
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

ア
ク
リ
ル
の
技
法
を
使
い
、
自
由
な

表
現
を
楽
し
み
ま
す
。

●
日
時　

5
月
18
日
、
6
月
1
日
、
15

日
の
隔
週
日
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
●
講
師　

岡
本
諒
一
さ
ん

●
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
小
中
学
生

５
０
０
円
）【
材
料
費
込
み
】

●
持
ち
物　

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
筆
記

用
具
、
筆
、
パ
レ
ッ
ト
、
水
入
れ
、

布
（
雑
き
ん
）
な
ど

●
定
員　

20
人

●
場
所　

研
修
室
Ⅰ

●
申
し
込
み　

電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
3
回
そ
ば
猪ち
ょ
こ口
ア
ー
ト
公
募
展

出
品
作
品
募
集

実
行
委
員
会
で
は
、
そ
ば
猪
口
を
テ

ー
マ
と
し
た
公
募
展
を
本
年
10
月
に
開

催
し
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
に
出
品
す
る

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

不
問

※
自
作
未
発
表
作
品
に
限
る
。

●
賞　

大
賞
１
人
（
10
万
円
）
準
大

賞
１
人
（
5
万
円
）
優
秀
賞
2
人

（
3
万
円
）

●
受
付
期
間　

7
月
1
日
（
火
）
～
18

日
（
金
）

●
選
考　

作
品
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

審
査
員
（
敬
称
略
）　

茨
城
県
陶
芸

美
術
館
長
・
多
治
見
市
美
濃
焼
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
館
長　

金
子
賢
治
、
現
代

工
芸
美
術
家
協
会
長
野
会
長　

髙
橋

貞
夫
、
日
本
ガ
ラ
ス
工
芸
協
会
理
事

長　

藤
田
潤
、
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記

念
美
術
館
長　

宮
下
克
彦
、
東
京
藝

術
大
学
教
授　

三
田
村
有
純

●
申
し
込
み　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

出
品
票
を
入
手
す
る
か
、
美
術
館
窓

口
備
え
付
け
の
出
品
票
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

第
10
回
友
の
会
会
員
展

友
の
会
会
員
に
よ
る
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。県
内
外
の
会
員
が
、絵
画
・
工

芸
・
彫
刻
・
写
真
・
手
芸
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
出
品
し
ま
す
。

●
会
期　

5
月
24
日
（
土
）
～
6
月
8

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
休
館
日　

月
曜
日

●
場
所　

南
の
蔵
お
よ
び
主
屋

●
入
場
料　

無
料（
本
館
展
示
室
は
有
料
）

市
名
誉
市
民
で
あ
り
文
化
勲
章
受
章

者
、
漆
芸
家
髙
橋
節
郎
さ
ん
の
人
と
芸

術
の
全
貌
（
作
品
約
１
５
０
点
）
を
ご

覧
い
た
だ
く
た
め
バ
ス
で
豊
科
近
代
美

術
館
と
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
を
巡
り

ま
す
。

●
日
時　

5
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
4
時
30
分

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

７
０
０
円
（
バ
ス
代
・
入

館
料
含
む
）

●
集
合　

豊
科
近
代
美
術
館

●
申
し
込
み　

5
月
１
日
（
木
）
か
ら

豊
科
近
代
美
術
館
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

博
物
館
講
座「
長
峰
山
頂
野
鳥
観
察
会
」

長
峰
山
頂
で
春
に
訪
れ
る
野
鳥
観
察

会
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
や
親
子
で

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

第
１
回　

●
日
時　

5
月
17
日
（
土
）
午
前
9
時

～
11
時

●
場
所　

長
峰
山
頂
（
現
地
集
合
・
解

散
）

●
講
師　

丸
山　

隆
さ
ん
（
信
州
野
鳥

の
会
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

保
険
料
の
み（
１
０
０
円
）

●
服
装
・
持
ち
物　

季
節
に
合
っ
た
服

装
と
飲
み
物
な
ど
で
、
持
参
可
能
な

人
は
カ
メ
ラ
・
双
眼
鏡

●
申
し
込
み　

4
月
29
日
（
火
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
郷
土
博
物
館
窓
口

か
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
午

前
9
時
～
午
後

5
時
）詳
細
は
、

お
申
し
込
み
時

に
ご
案
内
し
ま

す
。

第
24
回
友
の
会
総
合
芸
術
展　

友
の
会
美
術
部
系
の
皆
さ
ん
に
よ
る

展
覧
会
で
す
。
油
彩
や
彫
刻
・
押
絵
・

刺
し
ゅ
う
・
水
墨
画
・
書
道
・
写
真
・

植
物
画
な
ど
、
長
年
、
郷
土
で
研
さ
ん

を
積
ん
だ
友
の
会
会
員
の
芸
術
作
品
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

5
月
17
日
（
土
）
～
7
月
6

日
（
日
）

第
29
回
友
の
会
山
草
・
サ
ク
ラ
ソ
ウ
展

友
の
会
山
草
・
サ
ク
ラ
ソ
ウ
部
の
皆

さ
ん
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
可
憐
な

山
野
草
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

5
月
3
日（
土
）～
6
日（
火
）

《
共
通
事
項
》

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
開

館
）・
祝
日
の
翌
日

●
日
時　

5
月
6
日
（
火
）

午
後
2
時
～
3
時

●
内
容　

雪
形
研
究
家
で
、
田
淵
行
男

と
も
雪
形
を
通
じ
て
親
交
が
あ
っ
た

丸
山
祥
司
さ
ん
が
北
ア
ル
プ
ス
の
雪

形
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

●
参
加
料　

無
料
、入
館
料
は
必
要
で
、

高
校
生
以
上
３
０
０
円

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ニ
ア
教
室
の
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５
㈹ 

62
・
３
５
２
５

「
生
誕
百
年
髙
橋
節
郎
展
」
を
観
る

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

雪
形
展
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

特
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

豊
科
郷
土
博
物
館
催
し

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ『
ア
ク
リ
ル
画
を
楽
し
む
』

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
の

催
し

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

ゴールデンウィーク特別体験イベント貞享義民記念館の催し
あづみ野ガラス工房 4672・8030貞享義民記念館　477・7550 677・7551

　安曇野の春風を感じながら、工房前のテントで、ガラス体験をしてみませんか？
●日時　4 月 26 日（土）～ 5 月 6 日（火）午前 9 時～午後 0 時 30 分　午後１時 30 分～ 4 時
●内容　《リューター体験》グラス、ペーパーウェイトから一つを選び、リューターでガラス

に絵柄を彫ります。
《小物作り体験》ガラスの小瓶、フォトフレーム、バレッタから一つを選び、当工房
オリジナルの色ガラスチップを張り合わせ、世界に一つだけの作品を制作します。

●料金　リューター体験 1,360 円　小物作り体験 1,620 円
●申し込み　当日、あづみ野ガラス工房前テントへ集合し、お申し込みください。

「道祖神めぐり」参加者募集
　今回は「松本市四賀地区」一帯の道祖神を訪ねます。
●日時　5月23日（金）　午前9時15分集合、午後４時30分解散
●集合場所　記念館ロビー
●講師　石田益雄さん（日本石仏協会理事）
●定員　20 人（抽選）
●参加費　無料　●持ち物　弁当、飲み物、雨具等
●申し込み　5月11日（日）までに電話かファクスで申し込ん

でください。抽選結果を 5月15日（木）までに全員に連絡し
ます。

「四季のうた、墨の詩」展
安曇野出身の北和田洋夫・北和田三美子によ

る、絵手紙と書の作品展です。四季の移ろいや風、
墨の心を感じてください。
●期間　5 月 3 日（土）～ 25 日（日）
●時間　午前 9 時～午後 5 時
●場所　１階　企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその

翌日）


